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Ⅰ．諸　言
　北海道での学校水泳教育は，環境的に恵ま
れているとは言いがたい状況にある。我が国
の公立学校におけるプールの設置率は，少し
古い資料になるが，全国都道府県の平均で，
小・中・高等学校でそれぞれ86.7％，73.0％，
64.5％と報告されている1）。一方で，北海道
のプール設置率は，小・中・高等学校でそれ
ぞれ36.6％（全国47位），5.4％（全国47位），
28.3％（全国38位）と全国平均を大幅に下回
る状況にあり，小・中学校では全国最下位で
ある1）。学校におけるプール設置率が低けれ
ば，学校教育の中で水泳学習する機会も限ら
れる。更に，積雪寒冷地であるという地域特
性から，短い夏季期間では，課外での海水浴
や川遊び，屋外レジャープールでの遊泳など
の水辺レジャーを体験する機会も少ないであ
ろう。以上のことから，北海道民は，水に戯
れる機会や水泳経験が本州と比較して少ない
傾向にあると考えられる。
　本学には，道内全域からスポーツ専攻の学
生が多く集まるが，スイミングスクールや少
年団での水泳経験のある一部の学生を除け
ば，水泳経験は小学校以来という学生も少な
くない。生涯スポーツ学部では，生涯スポー
ツ（水泳・水中運動）という実技授業が，中
学校教諭１種免許状「保健体育」・高等学校
教諭１種免許状「保健体育」取得のための必
修科目として定められ，健康運動実践指導者
や健康運動指導士の資格取得においても基礎
的な科目として設定されている。将来，保健
体育教諭やスポーツ指導者を目指す学生にお
いて，児童や生徒達の安全管理や自己保全と
しての水泳能力の獲得は重要な課題であり，
学習指導要領においても，学校が責任を持っ
て子供達の泳力の保証と自己保全教育を行う
よう記されている。
　そこで本研究では，保健体育教諭やスポー
ツ指導者を目指す学生を対象に，水泳能力の
実態について授業を通じて調査し，その泳力
別指導法の内容について検討することで，今
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）北翔大学非常勤講師
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後の教員養成やスポーツ指導者養成を目的と
した大学水泳授業を展開する上での基礎資料
を得ることを目的とした。
２．方　法
①対象者
　H27年度の生涯スポーツ（水泳・水中運動）
の受講者179名（女子：34名，男子：145名）
を対象者とした。本授業は，資格科目で教職
の必須科目に指定されている。生涯スポーツ
（水泳・水中運動）は，女子１コマ，男子４
コマの５コマで展開され，１コマ30名前後の
受講者数となっている。
②泳力の評価および泳力別クラス分け
　実技授業の初回に泳力テストを実施し，自
由形25m未満の泳力の者を初級クラス，クロ
ール25m完泳したが背泳ぎと平泳ぎは25m未
満を中級クラス，クロール，背泳ぎ，平泳ぎ
を25m完泳できる能力のある者を上級クラス
として泳力別クラス分けを実施した。泳力別
クラスの指導は各１名の専属の講師が担当し
た。
③授業の展開と指導法
　授業の目的（到達目標）は，表１に示した
とおりで，全15回のうち講義２回，実技13回
で展開された。実技においては，泳力別クラ
スに分かれた後，泳力別の指導が実践された。
④プール環境
　実技は，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究
センター内屋内プールおよびダイビングピ
ットを利用して行なわれた。屋内プールは，
25m×６コースのバリアフリーフールで，水
温および室温30℃前後，水位は1〜1.2mであ
った。プールサイドには，採暖用のワールプ
ールもある。プールの片端には，手すり付き
スロープが併設されており，水中車椅子での
入水も可能な施設である。ダイビングピット
は，水深1.2〜5mで，水温は30℃前後であっ
た。
表１．授業の目的（到達目標）と授業展開内容
１） 水の特性と水泳・水中運動がもたらす生理的特性を理解できる
２） 水泳の基本的スキルを身につける
３） 水泳・水中運動の指導方法について学ぶ
授業回数 内　容
第１回 講義①授業ガイダンス
第２回 講義②水の特性と効果、泳力向上のためのポイント、アクアフィットネス
第３回 実技①水中運動、泳力ごとに上級、中級、初級の３グループ分け
第４回 実技②泳法練習、水中運動
～ ～
第14回 実技⑫泳法練習、水中運動
第15回 実技⑬泳法練習、総まとめと泳力テスト、授業評価
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３．結　果
　表２に，H27年度生涯スポーツ（水泳・水
中運動）の履修者の泳力別クラス内訳を示
した。泳力が25m未満の者は履修者の43.0％
（n=77）を占めた。男子は，３種目25m完
泳できるものは14.5％のみであった（女子は
35.3％）。全履修者のうち，初級クラスに所
属した５名が途中で自己都合による履修放棄
をし（うち女子１名），部活等による怪我の
ための離脱が男子２名で，合計７名が結果的
に履修放棄となった。
　泳力クラス別の授業内容と指導法につい
て，表３に示した。講義①と②，実技①は，
合同で実施し，実技②より，泳力別の指導に
分かれた。
　初級クラスは泳力が25m未満の者が対象
で，浮心と重心の確認から始まり，ストリー
写真１．プール施設（於北翔大学、北海道江別市）
表２．H27年度生涯スポーツ（水泳・水中運動）の履修者の泳力別クラス内訳
クラス 総計（n） ％ 女子（n） ％ 男子（n） ％
上　級 33 18.4 12 35.3 21 14.5
中　級 69 38.5 11 32.4 58 40.0
初　級 77 43.0 11 32.4 66 45.5
総　計 179 100.0 34 100.0 145 100.0
 ＊初級クラス：うち、履修放棄５名（うち女子１名）、怪我による離脱男子２名
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表３．泳力クラス別の授業内容と指導法
授業内容 初級 中級 上級
講義①
①授業の展開内容と評価についての説明、②屋内プール施設の紹介、③水中安全管理、
④月経中の水泳について（女子のみ）、⑤既往症と水泳経験に関する調査アンケート
講義②
①学校教育における水泳教育の位置づけ、②泳力向上のためのポイント、③水の特性、
④アクアフィットネス
実技①
①水流を利用した水中歩行、行列歩行、②ヒューマンチェーン、③伏し浮きからの立ち方、
④背浮きからの立ち方、⑤クロール・背泳ぎの基礎練習、⑥グループ分けのための泳力テスト
実技②
浮心と重心の確認 クロール練習①ストリームライン キック練習
ストリームラインの学習 　　 〃  　　②ローリング 呼吸法
バタ足練習（腰掛け、ビ トー板） 　　 〃  　　③呼吸法の練習 4種目泳法の泳ポイント
実技③
バタ足練習（ビ トー板、呼吸付き） 平泳ぎキック練習（ウイップキック） クロール：ローリング
ストローク練習、面かぶりクロール 　〃　①陸上で脚の動きの確認 バタフライ：ドルフィンキック
ボビング練習 　〃　②プール壁・キック練習
実技④
ストローク練習 平泳ぎキック練習 クロール：ローリング
呼吸練習 平泳ぎストローク練習 平泳ぎ：スタ トー、一掻き一蹴り
アクアヌ ドールを利用したローリング練習 コンビネーションの練習 水中ストレッチング
実技⑤
ストローク練習 平泳ぎ練習（アクアヌ ドール利用） S字プルとI字プル
呼吸練習 背泳ぎ練習（背浮き、背面キック） ヘルパーを利用したキック練習
アクアヌ ドールを利用したローリング練習 スカーリング 水中マッサージ（足裏・脚部）
実技⑥
ストローク練習 クロール練習 4泳法の練習、ターン
呼吸練習 平泳ぎ練習 背泳ぎ練習ドリル
クロール練習 背泳ぎ練習（ストロークと呼吸） ダイビングピットにて耳抜き、潜行
実技⑦
クロール練習 クロール練習 平泳ぎ練習（キックとストローク、
グライドのタイミング）タ ンー練習（タッチタ ンー、クイックタ ンー） 平泳ぎ練習
背泳ぎ練習（フィン利用） バタフライ練習（第1、第2キック）
実技⑧
クロール練習 背泳ぎ練習（ヘルパー利用） 4泳法の練習
ダイビングピットにて耳抜き、潜行 ダイビングピットにて耳抜き、潜行 100ｍ個人メドレーに挑戦
実技⑨
クロール練習 クロール練習 4泳法の泳ポイントの確認
50ｍ泳に挑戦 背泳ぎ練習（ローリング） 100ｍ個人メドレー
泳法撮影 平泳ぎ練習（水中動作） 水中安全管理
実技⑩
クロール練習 クロール練習、タ ンー練習 4泳法の復習、タ ンー練習
50ｍ泳に挑戦 背泳ぎ練習（スタ トー・ゴールタッチ） 100ｍ個人メドレー
撮影した映像で泳ぎを確認、修正 平泳ぎ練習 アクア身体調整法
実技⑪
クロール復習、50ｍ泳挑戦 3泳法の復習 4泳法の復習
ターン練習 ダイビングピットでターン練習 ターン練習
実技⑫
クロール復習、50ｍ泳挑戦 3泳法の復習＋フィン利用 4泳法の復習
タ ンー練習 タ ンー練習 ターン練習
実技⑬
50ｍクロールテスト
50ｍクロール、背泳ぎ・平泳ぎ各
25ｍテスト
100ｍ個人メドレーテスト
総まとめ、授業評価 総まとめ、授業評価 総まとめ、授業評価
＊全クラス共通で、毎回、水中歩行・ストレッチング・アクアヌードルを利用した水中リラクセーション含む
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ムライン姿勢の学習を行い，水慣れ→浮く→
けのび→バタ足で進む→ノーブレクロール→
クロールという指導段階を経て，最終回に泳
力テストに臨んだ。
　中級クラスに配属された学生の泳力は，
25mクロールは完泳できるが他種目は25m未
満である。中級ではクロール，背泳ぎ，平泳
ぎの３泳法を学習するが，特に平泳ぎの技術
習得に指導の時間を多くかけた。
　上級クラスは３種目以上25mを完泳できる
者を対象とし，４泳法の学習をするが，ただ
泳ぐだけでなく，より速く長く泳ぐためのド
リル練習を実践し，その他，アクア身体調整
法や水中マッサージなどを幅広い内容を取り
入れた学習を行った。加えて，将来，指導者
となった際に必要な考え方や指導の配慮方法
について，実践を通じた指導体験によって学
び，現場で通用する指導力を身につけること
に重点をおいた学習を行った。
　どの泳力クラスも，各回に水中歩行，水中
ストレッチング，アクアヌードルを利用した
水中リラクセーションなどの水中運動を授業
内容に取り入れた。その他，ダイビングピッ
トを利用し，耳抜きや潜行の練習，立泳ぎや
アクアジョガーを装着したディープウォータ
ーエクササイズなどの体験も行った。
　最終回の泳力テストの結果の合格率を表４
に示した。上級クラスは男子１名を除いて
100m個人メドレーを完泳した。中級クラス
は，技術レベルに差があるものの，全員が
50mクロール，25m背泳ぎ，25m平泳ぎのテ
ストに合格をした。初級クラスは，女子が１
名，男子が４名，50mクロールの完泳ができ
ず，全体の合格率は91.7％であった。
４．考　察
　学校教育において水泳教育が重視されるき
っかけとなったのは，1955年に起きた児童生
徒の水難事故「紫雲丸沈没事故」であると報
告されている2）。この事故で修学旅行中の児
童生徒などを中心に168名の死者が出た。こ
うした事故を背景に，学校教師には自らの水
泳能力と水泳指導能力の必要性，児童・生徒
には自らの生命を保持し得るだけの水泳能力
の獲得が求められるようになったのである2）。
　保健体育教員に求められる水泳能力とはど
の程度か。北海道の教員採用実技試験におい
ては，小学校では，25m泳，中学校，高等学
校では50m泳が求められている。しかしなが
ら，自己保全だけでなく，人命救助も考慮し
た場合の水泳能力に関しては，より高いレベ
ルが求められるであろう。日本赤十字社によ
る水上安全法救助員I養成講習会で求められ
る水泳能力3）は，①クロールと平泳ぎそれぞ
れ100m以上（どちらかは500m以上），②横
泳ぎ25m，③潜行15m以上，④立泳ぎ３分以
上，⑤１m以上の高さから飛び込みとされて
表４．最終の泳力テストの合格率
クラス 全体の合格率（％） 女子（％） 男子（％）
上　級 97.6 100.0 95.2
中　級 100.0 100.0 100.0
初　級 91.7 90.0 93.3
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いる。
　松井4）は，初等教育教員養成課程の大学生
の泳力調査にて，25m正しく泳ぐことのでき
る割合（自己申告）は，クロールで71.6％，
平泳ぎ79.6％，背泳ぎ42.6％，バタフライ13.1
％であったと報告している。　本研究の対象
となった学生の泳力は，授業受講前の泳力が
25m未満の者が43.0％を占め，スポーツ専攻
の学生としては全体的に泳能力が低いと言わ
ざるを得ない。初級クラスは，「水泳学習は
小学校以来」である学生が大半を占め，25m
未満の泳力が全体の43％を占めているという
事実は，学校教育において十分水泳が学習で
きていないことを意味するといえる。その一
方で，講義と泳力テストを除くと全12回，３
ヶ月間，週１回の練習で50mのクロールを完
泳するまでに上達した者は初級クラスにおい
て91.7％を占めた。また，中級クラスや上級
クラスにおいても，最終日の泳力テストでは
ほぼ全員が合格する結果となっており，短期
間で明らかな泳力の向上が認められている。
これは，本学のプール施設環境が恵まれてい
ることと，泳力別の専門的な指導が可能な体
制が整われていることが大きな要因となって
いると考えられる。
　学校水泳教育はその歴史から「命を守る」
ための教育である。本学は，道内で屋内バリ
アフリープールとダイビングピットを併設し
ている唯一の大学であり，教員養成やスポー
ツ指導者養成において，水泳教育の重要な役
割を果たす拠点でもある。道内の学生の水泳
能力の現状を踏まえ，より充実した水泳教育
や指導法が展開できるよう更なる検討を続け
たい。
５．まとめ
　本研究では，保健体育教諭やスポーツ指導
者を目指す学生を対象に，水泳能力の実態に
ついて授業を通じて調査し，その泳力別指導
法の内容について検討することで，今後の教
員養成やスポーツ指導者養成を目的とした大
学水泳授業を展開する上での基礎資料を得る
ことを目的とした。その結果，泳力が25m未
満の者が全体の43.0％を占め，全体的に受講生
の泳力が低いことが明らかとなった。その一
方で，授業最終日の泳力テストでは，テスト
課題の合格率が初級クラスで91.7％，中級クラ
スで100.0％，上級クラスで97.6％を占め，3ヶ
月という短期間で明らかな泳力の上達が認め
られた。これは，充実したプール環境と泳力
別の専門的な指導が可能な体制が整っている
からであると考えられる。今後，学生の泳力
の現状を踏まえ，より充実した水泳教育を展
開できるよう更なる検討を続ける予定である。
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